
（平成17年4月1日～）�

白石市の組織・電話番号表�

◎市庁舎（大手町）�

◎健康センター（市庁舎となり）�

◎農林振興センター（福岡長袋）�

◎総合福祉センター（福岡蔵本）�

◎中央公民館（寺屋敷前）�

◎水道事業所（城北町）�

◎どこにかけてよいか分からないとき　　25－2111

3月号でもお知らせしましたが、市では組織機構の再編に伴い、次のとおり４月から各所属の担当業務や�
電話番号を変更しました。着色・太字で示したところが変更した部分ですので、よろしくお願いします。�

おもな担当業務�

市議会の運営�

市長選挙、市議会議員選挙など各種選挙【場所の変更】�

教育施設の建設・維持管理、幼稚園保育料、奨学資金�

児童生徒の就学（転入学）、学校保健、学校給食、就学援助�

青少年の健全育成に係る相談・校外指導【電話番号の変更】�

市の監査、検査、審査�

情報公開、個人情報保護、職員の採用・人事、文書・法令、行政区域などの変更、
姉妹都市、友好都市、国際交流、広報紙編集・発行、市政モニター�

秘書事務�

第３次行政改革の推進、行政評価�

公有財産の管理・貸付・売り払い、予算編成、寄附受納、入札・契約�

市発注工事・委託業務の検査【場所の変更】�

道路全般の維持管理、市道整備、道水路占用、境界確認、建築確認、市営住宅�

都市計画事業、公園、駐車場、駐輪場、テニスコート、野球場、ソフトボール場、
陸上競技場、公共下水道・農業集落排水�

生涯学習の調整・推進、文化振興、コミュニティセンター�

総合計画、開発事業の規制・指導、ＮＰＯ、市勢要覧、各種統計、地域や行政の
情報化、情報センター運営�

商工業振興、観光振興、観光施設整備�

児童手当、誕生祝い金、次世代育成支援行動計画の推進、保育園、児童館、子
育て支援センター、ファミリーサポートセンター、男女共同参画相談支援センター�

消防防災、防犯、交通安全、廃棄物、公害、墓地、狂犬病、各種相談、環境（ISO）�

住民票の異動届け、戸籍の届け出、住民票写し・戸籍謄抄本の交付、印鑑登録・証
明、埋火葬・改葬の許可、国民年金、国民健康保険（資格得喪、被保険者証、出産
育児一時金、葬祭費など）、総合福祉窓口、自動車の臨時運行許可、外国人登録�

市税（市民税・固定資産税・都市計画税・軽自動車税など）・国民健康保険税お
よび介護保険料の賦課調定・税務証明�

市税などの収納管理、滞納者に対する行政サービス制限�

市税・使用料などの納付・支払い�

�

母子手帳交付、各種健康相談、精神保健相談、予防接種、各種健康診断、乳
幼児健康診断、献血、老人保健、国民健康保険全般、介護予防センター�

�

農業、内水面漁業、林業、畜産、鳥獣飼養の許可、有害鳥獣駆除の許可、農道
橋梁の整備、市有ため池�

農地の権利異動、農地の転用、農地の諸証明、農業者年金�

国土調査法による地籍調査、地籍調査事業の総合計画�

�

身体障害者、知的障害者、母子・児童の福祉、生活保護、日赤、遺族援護�

各種高齢者福祉サービス、介護保険�

介護に関する情報提供・相談、介護サービス事業所との連絡調整�

�

社会教育・社会教育行事開催、各種スポーツ大会運営、文化財保護・調査、�
地区公民館支援�

�

水道関係の各種手続き、水道料金、水道施設・設備の敷設・維持管理�

電話番号�

22－1351�

22－1315�

22－1341�

22－1342�

22－1342�

22－1344�

22－1331�

22－1333�

22－1561�

22－1332�

22－1334�

22－1326�

22－1325�

22－1327�

22－1324�

22－1321�

22－1363�

22－1314�

22－1312�

22－1313�

22－1313�

22－1311�

�

22－1362�

�

22－1253�

22－1256�

22－1257�

�

22－1400�

22－1361�

22－1361�

�

22－1343�
26－2453�

�

25－5522

課・室�

議会事務局�

選挙管理委員会事務局�

教育委員会管理課�

教育委員会学校教育課�

青少年相談センター�

監査委員事務局�

総務課�

総務課（秘書係）�

行政改革推進室�

財政課�

工事検査室�

建設課�

都市整備課�

生涯学習課�

企画情報課�

商工観光課�

子ども家庭課�

生活環境課�

市民課�

税務課�

収納管理室�

会計課�

�

健康推進課�

�

農林課�

農業委員会�

地籍調査室�

�

福祉事務所�

長寿課�

基幹型在宅介護支援センター�

�

教育委員会社会教育課�

場所�

５階�

４階�

１階�

３階�

２階�

２階�

１階�

１階�

１階�

１階�
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れ
ま
で
バ
ス
事
業
者
へ
の
運
行
費
補
助
や
患

者
輸
送
バ
ス
の
運
行
な
ど
を
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
運
行
経
路
の
非
効
率
性
や

受
益
者
負
担
の
格
差
、
利
用
規
制
な
ど
の
問

題
が
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
改

善
策
と
し
て
、
患
者
輸
送
バ
ス
と
路
線
バ
ス

を
統
合
し
た
、
道
路
運
送
法
第
80
条
許
可
の

「
市
所
有
車
両
を
使
用
し
た
有
償
運
行
」
に

よ
る
「
白
石
市
民
バ
ス
」
を
平
成
17
年
度
か

ら
運
行
し
、
高
齢
者
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た

市
民
の
よ
り
一
層
の
利
便
性
と
福
祉
の
向
上

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

保
健
事
業
と
し
て
は
、
結
核
予
防
法
な
ど

の
改
正
に
よ
り
、
結
核
検
診
お
よ
び
婦
人
科

検
診
の
対
象
年
齢
を
見
直
す
な
ど
、
住
民
定

期
検
診
内
容
の
一
層
の
充
実
を
図
り
、
適
正

で
精
度
の
高
い
検
診
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。ま

た
、
介
護
予
防
拠
点
施
設
に
お
い
て
は
、

在
宅
の
虚
弱
高
齢
者
を
対
象
に
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
マ
シ
ー
ン
を
使
っ
た
体
力
づ
く
り
事
業
を

介
護
予
防
の
施
策
と
し
て
継
続
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
精
神
保
健
事
業
と
し
て
、
精
神

障
害
者
の
社
会
復
帰
お
よ
び
社
会
参
加
の
促

進
を
図
る
た
め
、
精
神
障
害
者
小
規
模
通
所

授
産
施
設
を
設
置
運
営
し
て
お
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
平
成
17
年
度
よ
り
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
し
、
よ
り
円
滑
な
管
理
運
営
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

本
市
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
後
世
に
引
き

継
ぐ
た
め
に
、
市
民
お
よ
び
事
業
者
の
理
解

と
協
力
の
も
と
、
今
後
も
ご
み
の
減
量
化
と

リ
サ
イ
ク
ル
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
市
内

の
主
な
事
業
所
な
ら
び
に
福
岡
長
袋
地
区
自

治
会
の
理
解
と
協
力
に
よ
り
、
順
調
に
稼
働

し
て
い
る
生
ご
み
資
源
化
施
設
「
シ
リ
ウ
ス
」

を
柱
と
し
て
、
循
環
型
社
会
構
築
の
実
現
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
市
民
生
活
の
向
上
と
自
然
環
境
保

全
の
た
め
、
大
平
中
目
地
区
、
福
岡
長
袋
地

区
、
深
谷
地
区
お
よ
び
市
街
地
の
未
整
備
地

区
の
公
共
下
水
道
事
業
を
継
続
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
と
同
時
に
、
越
河
地
区
に
お
い
て

は
、
農
業
集
落
排
水
事
業
に
よ
り
管
路
施
設

整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
林
業
の
振
興
と
も
併
せ
、
４
８

８
ha
を
有
す
る
市
行
造
林
の
保
育
事
業
を
適

切
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
50
周
年
記
念
事

業
と
し
て
実
施
し
た
「
４
万
人
市
民
の
森
」

の
保
育
に
努
め
、
環
境
保
全
お
よ
び
国
土
保

全
と
い
う
多
面
に
わ
た
る
機
能
が
発
揮
で
き

る
森
林
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

電
子
自
治
体
の
構
築
に
関
連
い
た
し
ま
し

て
は
、
全
国
住
基
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

や
公
的
個
人
認
証
制
度
の
積
極
的
な
利
用
促

進
を
図
る
一
方
で
、
個
人
住
民
情
報
の
保
護

に
対
し
て
は
鋭
意
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
ま

す
。ま

た
、
平
成
10
年
度
か
ら
開
設
し
て
お
り

ま
す
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
、
市
民
の
皆
様

に
や
さ
し
く
、
見
や
す
く
、
わ
か
り
や
す
い

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
更
新
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
都
市
基
盤
の
整
備
と
い
た
し

ま
し
て
、
市
街
地
全
域
を
網
羅
す
る
た
め
の

第
２
循
環
道
路
と
な
る
都
市
計
画
道
路
「
沖

の
沢
郡
山
線
」
の
開
通
を
目
指
し
、
本
年
度

は
改
良
工
事
の
た
め
最
終
段
階
を
迎
え
た
用

地
買
収
お
よ
び
建
物
移
転
の
補
償
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
東
北
本
線
跨
線
橋
お
よ

び
谷
津
川
・
斎
川
に
か
か
る
橋
梁
下
部
工
事

な
ど
に
着
手
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
現
在
、
越
河
五
賀
地
区
に
お
い
て

「
市
道
原
線
道
路
改
良
事
業
」
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
が
、
平
成
17
年
度
は
、
改
良
お
よ

び
舗
装
工
事
を
実
施
し
、
道
路
の
早
期
一
部

供
用
開
始
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
農
道
垂
清
線
の
舗
装
工
事
を
は

じ
め
と
し
て
農
林
道
・
水
路
な
ど
を
整
備
す

る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
農
道
緊
急
整
備
事

業
の
採
択
を
受
け
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
、

５
路
線
、
総
延
長
２
、
４
５
８
メ
ー
ト
ル
の

早
期
完
成
に
向
け
て
鋭
意
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

以
上
、
平
成
17
年
度
の
主
要
な
施
策
に
つ

き
ま
し
て
概
要
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
最
後
に
小
原
上
戸
沢
の
産
業
廃
棄

物
最
終
処
分
場
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引

き
続
き
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

白
石
の
自
然
環
境
と
白
石
市
民
の
み
な
ら

ず
、
県
民
の
命
の
水
、
生
命
と
健
康
を
守
る

た
め
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
は
、
市
制
施
行
50
周
年
の
大
き
な
区

切
り
を
迎
え
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
本
年
は
、

白
石
市
の
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
と

な
る
年
で
あ
り
ま
す
。
私
は
、
白
石
市
の
新

た
な
時
代
に
向
け
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に

人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
と
し
て

「
こ
こ
ろ
豊
か
な
ふ
る
さ
と
白
石
」
実
現
の

た
め
、
全
力
で
市
政
を
執
行
し
て
ま
い
る
所

存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
議
員
の
皆
様
、
市
民

の
皆
様
の
な
お
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
、
施
政
の
所
信
表
明
と
い

た
し
ま
す
。

▲現在の白石市ホームページ

▲都市計画道路「沖の沢郡山線」

都
市
基
盤
整
備

●平成17年度施政方針


